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海上安全と豊漁を願う
第７回  大漁起舟祭
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た
く
さ
ん
の
大
漁
旗

が
掲
げ
ら
れ
た
２
月
11
日

（
日
・
祝
）
の
富
来
漁
港
。

豊
漁
と
海
上
の
安
全
を
祈

願
し
、
町
の
食
を
テ
ー
マ
と

し
た
冬
の
町
祭
「
大
漁
起

舟
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
町

内
外
か
ら
２
５
，
０
０
０
人

が
来
場
し
冬
の
海
の
幸
を
味

わ
い
ま
し
た
。

　

鮮
魚
販
売
コ
ー
ナ
ー
に

は
、
加
能
ガ
ニ
や
甘
エ
ビ
、

サ
バ
、
ホ
タ
テ
、
タ
ラ
、

12
月
に
志
賀
町
優
良
特
産

品
に
認
定
さ
れ
た
ば
か
り

の
西
海
サ
ー
モ
ン
な
ど
、

新
鮮
な
魚
介
類
が
ず
ら
り

と
並
び
、
販
売
開
始
を
前

に
、
多
く
の
人
が
押
し
寄

せ
ま
し
た
。

　

大
漁
鍋
コ
ー
ナ
ー
は
、

長
蛇
の
列
が
で
き
、
予
定

し
て
い
た
２
，
０
０
０
食

が
完
売
。
炉
端
コ
ー
ナ
ー

①富来少年八幡太鼓教室の演奏　②富来中学校吹奏楽部の演奏　③きらら華小町による演舞　④ステージを楽しむ観客
⑤賑わう鮮魚コーナー　⑥人気のあかりちゃん　⑦ガラポンをまわして甘エビや粕漬けを狙うお子さん

海上安全
と豊漁を
願って ―

第７回
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⑧地元小学生の今村愛樹さんが演歌を披露　⑨大漁鍋を味わう家族連れ　⑩福引大抽選会で喜びの当選者　⑪石黒サンペイさんの手品　
⑫富来民謡保存会のステージ　⑬大人気の大漁鍋　⑭島津悦子さんの歌謡ショー

を
含
む
１
，
５
０
０
席
は
、

新
鮮
な
魚
介
類
を
味
わ
う

家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

地
元
グ
ル
メ
テ
ン
ト
市

で
は
、
21
団
体
が
出
店
。

西
能
登
お
も
て
な
し
丼
、

地じ

海の

苔り

う
ど
ん
・
蕎
麦
、

能
登
豚
の
串
焼
き
や
エ
ゴ

よ
う
か
ん
な
ど
、
町
自
慢

の
味
が
並
び
、
売
り
切
れ

が
続
出
し
ま
し
た
。

　

甘
エ
ビ
や
粕
漬
け
セ
ッ

ト
が
当
た
る
ガ
ラ
ポ
ン
や
、

福
引
大
抽
選
会
に
は
、
買

い
物
を
終
え
た
多
く
の
来

場
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
太
鼓

や
よ
さ
こ
い
が
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
地
元
歌

謡
シ
ョ
ー
で
は
、
今
村
愛

樹
さ
ん
、
岬
ゆ
た
か
さ
ん

が
歌
声
を
披
露
。
志
賀
町

観
光
大
使
の
島
津
悦
子
さ

ん
が
、
最
終
ス
テ
ー
ジ
を

飾
り
ま
し
た
。
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•
弁
護
士  

國
田
　
武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　
東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
仙
台
高

等
検
察
庁
検
事
等
を
歴
任
。

　
現
在
、
あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
を
開
設
し
、
愛
知

県
弁
護
士
会
の
弁
護
士
と
し
て
活
動
。

Ｑ
：
自
宅
の
一
部
を
利
用
し
て
外
国
人
専
用
の
民
泊

を
夫
婦
で
行
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
︒
最
近
︑

民
泊
に
関
す
る
法
律
も
成
立
し
た
と
聞
い
て
い
ま

す
が
︑
ど
の
よ
う
な
法
律
で
す
か
︒

Ａ
：
民
泊
と
は
︑
住
居
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
利
用

し
て
他
人
に
宿
泊
さ
せ
︑
そ
の
対
価
を
得
る
行
為

を
い
い
ま
す
︒
例
え
ば
︑
両
親
と
も
亡
く
な
り
使

わ
な
く
な
っ
た
部
屋
あ
る
い
は
空
き
家
を
長
男
夫

婦
が
外
国
人
旅
行
客
に
お
金
を
取
っ
て
利
用
さ
せ

る
こ
と
は
︑
民
泊
の
典
型
的
な
例
で
す
︒
こ
の
民

泊
が
︑
最
近
︑
外
国
人
旅
行
者
な
ど
の
急
増
か
ら
︑

急
速
に
拡
大
し
ま
し
た
が
︑
安
全
面
・
衛
生
面
な

ど
で
ト
ラ
ブ
ル
も
生
じ
た
こ
と
か
ら
︑
健
全
な
民

泊
の
普
及
を
図
る
目
的
で
︑
平
成
29
年
６
月
︑﹁
住

宅
宿
泊
事
業
法
﹂
が
成
立
し
ま
し
た
︒

　
　

こ
の
法
律
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
が
︑
従
来
︑
宿
泊

営
業
に
つ
い
て
は
︑
旅
館
業
法
に
基
づ
い
て
︑
厳

格
な
要
件
の
下
︑
都
道
府
県
知
事
の
許
可
が
必
要

で
し
た
︒
し
か
し
︑
民
泊
で
は
︑
住
宅
の
設
備
要

件
︵
台
所
︑
浴
室
︑
便
所
︑
洗
面
設
備
︶
が
備
え
ら
れ

た
建
物
で
あ
れ
ば
︑
届
け
る
だ
け
で
よ
く
︑
許
可

は
不
要
と
な
り
ま
し
た
︒
た
だ
し
︑
通
年
︑
営
業

す
る
こ
と
は
で
き
ず
︑
人
を
宿
泊
さ
せ
る
日
数
に

つ
い
て
は
︑
１
年
間
で
１
８
０
日
を
超
え
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
で
す
か
ら
︑
夏
の
海
水
浴

シ
ー
ズ
ン
や
冬
の
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
な
ど
に
観
光

客
な
ど
が
集
ま
る
時
期
に
民
泊
を
行
う
の
に
適
し

て
い
ま
す
︒
と
い
っ
て
も
︑
不
特
定
多
数
の
人
が

頻
繁
に
出
入
り
す
る
こ
と
か
ら
︑
宿
泊
者
の
衛
生

の
確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
の
義
務
付
け

や
︑
災
害
発
生
時
に
お
け
る
宿
泊
者
の
安
全
確
保

を
図
る
措
置
︵
例
え
ば
︑
非
常
用
照
明
器
具
の
設
置
︑
避

難
経
路
の
表
示
な
ど
︶を
義
務
付
け
て
い
ま
す
︒
な
お
︑

こ
う
し
た
措
置
は
︑
民
泊
を
利
用
す
る
多
く
が
外

国
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
外
国
語
︵
英
語
︑中
国
語
な
ど
︶

で
表
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
︒
さ
ら
に
︑
宿
泊

者
名
簿
の
備
付
け
の
義
務
や
宿
泊
施
設
の
周
辺
の

地
域
の
人
達
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
︑
宿
泊

者
に
対
し
︑
騒
音
の
防
止
︑
ゴ
ミ
の
処
理
お
よ
び

火
災
防
止
の
た
め
に
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て

記
載
し
て
あ
る
書
面
の
備
付
け
も
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
︒
特
に
︑
外
国
人
の
場
合
︑
文
化
や
価

値
観
の
違
い
か
ら
︑
時
と
し
て
︑
周
辺
地
域
の
人

た
ち
に
迷
惑
を
か
け
る
行
動
に
出
る
こ
と
も
あ
る

の
で
書
面
化
は
必
要
で
す
︒
な
お
︑周
辺
住
民
か
ら
︑

苦
情
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
︑
適
切
か
つ
迅
速
に
処

理
す
る
こ
と
も
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　
　

そ
の
他
︑
誇
大
広
告
の
禁
止
や
不
当
勧
誘
の
禁

止
等
の
規
制
は
あ
り
ま
す
が
︑
単
に
観
光
地
を
回

る
だ
け
で
な
く
︑
日
本
の
民
泊
を
利
用
し
な
が
ら

農
業
や
漁
業
︑
あ
る
い
は
︑
料
理
︑
生
け
花
︑
茶

道
の
体
験
な
ど
を
希
望
す
る
外
国
人
旅
行
者
も
多

く
︑
民
泊
ビ
ジ
ネ
ス
は
︑
増
々
︑
盛
ん
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
︒
ま
た
︑
そ
れ
が
︑
地
域
の
活
性
化

や
空
き
家
対
策
な
ど
に
も
繋
が
り
ま
す
︒

１．実施概要
　町民の移動と公共交通の利用実態、公共交通の問題点、
移動ニーズを把握し、町民の地域公共交通への意識を高
めるために、町民アンケートを実施しました。回収率が
5 割近くあり、たくさんの町民の方にご協力いただきま
した。

２．結果概要
・アンケートの回収率が 46％を超えており、町民の地域公共交通への関心は高い。
・回答者の約８割が車も免許証も保有し、運転している。80 歳台以上では３割が自分で車を運転している。
・日常の買い物は、富来地域・志賀地域いずれもそれぞれの中心部（富来地域：A コープ、アスクなど、志賀地域：どんたく、ロッ

キーなど）で、特別な買い物と余暇の娯楽は町外に行っている。
・通院先は、富来地域は地域内（富来病院）が、志賀地域は町外（能登病院、羽咋病院）が多い。
・路線バス利用者の約 6 割、コミュニティバス利用者の約７割が移動に不都合があると回答。「使いたい時間にバスが走っ

ていない」という理由が約４割を占める。
・約２割が路線バス、約１割がコミュニティバスを利用している。利用している人の頻度は、路線バスで年に１～５回、

コミュニティバスで週に１～２回が多い。
・自身がコミュニティバスをもっと利用するようになるためには、「路線バスと乗り継ぎしやすいダイヤにするとよい」と

いう意見が、コミュニティバスの利用に関わらず最も多い。
・公共交通維持のためにできることは、「町のイベントなどには、なるべく公共

交通を利用して参加」するという意見が、公共交通の利用に関わらず最も多い。
・公共交通がなくても「困らない・関心がない」が約３割。

問企画財政課 ふるさと創生室
　☎32-9301

その６地域公共交通だより
町民の公共交通利用実態と意識の調査（町民アンケート）の結果概要

期 間 平成 29 年 10 月 23 日～ 11 月 5 日

対 象 者 町民 3,000 人（15 歳以上）
※地区の人口ごとに配付枚数を地区で按分

調査手法 郵送配付回収

回 収 率 46.7％（1,401 票）

※次回は町民・施設ヒアリングの結果
概要についてお知らせします。

民
泊
に
つ
い
て
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問志賀町立図書館　☎32-1740
問町立富来図書館　☎42-2777

休館日 　    ３月１日㈭～９日㈮・12日㈪・19日㈪・26日㈪
開館時間　平日 9:30 ～ 18:00、土日祝 9:30 ～ 17:00

【志賀町立図書館】　

◆おすすめの本◆
○『顔で笑って、心で泣いて。忘れられない母のことば』　梅沢富美男
　15 歳で娘歌舞伎に入門し、26 歳で剣劇役者に嫁いだ女優・竹
沢龍千代。8 人の子の母であり、人気大衆演劇役者梅沢富美男を
育てた。その母の生き方や忘れられない言葉を綴った１冊。

○『人生は 70 歳からが一番面白い』　　　　　　　弘兼 憲史
　人生 100 年時代とされる今、70 歳前後はまだまだ高齢者じゃ
ない、これからもっと楽しくなる。
70 歳の漫画家の著者が新たな老人力を世に放つ！例えば「相手
を立てて、褒めて、譲る」など、最期まで上機嫌に人生を歩むた
めのヒントを紹介しています。

◆新着の本◆

【一般書】

○海馬の尻尾 荻原　　浩

○常識は凡人のもの（管見妄語） 藤原　正彦

○口笛の上手な白雪姫 小川　洋子

○父子ゆえ 梶　よう子

○棲月　隠蔽捜査７ 今野　　敏

○英龍伝 佐々木　譲

○ハリケーン 高嶋　哲夫

○婚約迷走中 パンとスープとネコ日和４ 群　ようこ

○牛天神 損料屋喜八郎始末控え 山本　一力

○新宿ナイチンゲール 小原　周子

○戸坂潤セレクション 戸坂　　潤

◆新着の DVD

○女子ーズ　　　　　　　　　桐谷美玲・出演

○ひつじのショーン～バック・トゥ・ザ・ホーム　アニメ

◆新着の CD 

○究極ベスト サンボマスター

○ ALL TIME BEST ハタモトヒロ 秦　　基博

３ / ３� 13:30 ～ ３ / ７日⺢ 10:30 ～
　　14 日⺢ 10:30 ～ ３ / 24 � 14:00 ～ ３ / 25 ㊐ 14:00 ～

クッキング
　ケ－キをつくりましょう。
　フル－チェを利用してか
んたんに作ります。

定員：15 人
対象：小学生
【持ってくるもの】

材料費 100 円、エプロン、
三角巾、マスク

親子リトミック遊び
　松本有美先生の指導で親子
リトミック遊びを行います。
　音楽に合わせて親子で楽し
く体を動かしましょう。

指導：松本  有美　先生
定員：15 組
対象：乳幼児親子

オカリナ・コンサート
　オカリナのコンサ－トで
す。
　オカリナの音色を楽しみ
ましょう。
　おともだちやご家族ご一
緒にご鑑賞下さい。

科学教室
　「手作り電池」
　果物や炭など身近なもの
で電気を作れるかな。

定員：15 人
対象：小学生

問志賀町児童館　☎ 32-1724
休 館 日　３月 18 日㈰・21 日（水・祝）
開館時間　9:00 ～ 17:30

  　　◆特別整理期間　臨時休館のお知らせ◆
蔵書点検のため、志賀・富来両館とも
１日㈭～９日㈮まで休館します。
ご不便をおかけしますが、ご理解とご
協力をお願いいたします。
10 日㈯より、両館とも開館します。返
却ボックスはご利用いただけます。

おはなし会　
 ３月21日（水・祝）
 16:00 ～ 17:00

ボランティア
おはなし会 
 ３月24日㈯　14:00 ～

場所：１階絵本コーナー
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